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　横浜市は「特別自治市」という形の大都市制度を実現しようとしています。
今回、ここでは横浜市が目指す大都市制度について書かせて頂きます。
　今の横浜市は人口が多く、経済的にも他の市町村（自治体）より力があります。
また、横浜市は大きな市ということで、市の職員も多くなっており、通常の市ではできない業務を現在もおこ
なっています。そのような中、横浜市としては、今後、人口減少や高齢化などを見すえ、これまで以上に業務
を効果的に進め、予算を効率的に使っていく必要があると考えています。
　たとえば、現在では幼稚園は神奈川県が受け持ち、保育園は横浜市が受け持っています。また、がけ地の
保全や河川の管理などは規模によって神奈川県が受け持ったり、横浜市が受け持つことになっています。
しかし、これを横浜市が一手に引き受けることができれば、総合的な子育て支援が可能になったり、がけ地
や河川の総合的な対応が可能になり、事業を効果的に進めることができるようになります。
　　　　　　　　　　最後に、平成２９年から横浜市内の小・中学校などの先生（教職員）などは所属が神
　　　　　　　　　奈川県から横浜市へ移り、権限や財源が横浜市に移ってきました。これは横浜市として、
　　　　　　　　　実際に効率的に予算を使い、効果的に事業を進められるよい事例だと感じています。
　　　　　　　　　これからも横浜市を持続可能な都市とするためにご理解を頂けるよう、お願いします。

現在を含め未来のために持続可能な横浜（社会）をつくる！
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　横浜市立小山台小学校入学
　大分県立大分舞鶴高校入学（１年次冬、転勤で横浜へ戻る）
　神奈川県立大岡高校卒業/神奈川大学法学部法律学科卒業

　平成１４年（２００２年）１２月　アシスト株式会社 退職
　平成１５年（２００３年）　４月　横浜市会議員 初当選
　平成１９年（２００７年）　４月　横浜市会議員 ２期目当選
　平成２１年（２００９年）　９月　明治大学 専門職大学院修了
　平成２３年（２０１１年）　４月　横浜市会議員 ３期目当選
　平成２７年（２０１５年）　４月　横浜市会議員 ４期目当選
　平成３１年（２０１９年）　４月　横浜市会議員 ５期目当選
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大桑新聞ではみなさまとともに  栄区について考えていきたいと思っております。

JR大船駅・JR本郷台駅・JR港南台駅、いずれかの駅で配布しております。
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栄区の現状と課題

　私が人口減少や世帯数の減少を問題だと考えるのは、人口が減少することにより、税収が減り、

道路や水道、下水道を維持管理する財源が少なくなり、結果的に「まち」が維持できなくなる可能

性が出てくるからです。 たとえば、横浜市が保有する約2,500の公共施設も老朽化が進んでいま

すので、財源がなければ更新ができなくなる可能性が高まります。また、横浜市内の道路延長は

約7,500km。水道は約9,000km。下水道は約11,000kmあります。

　今の横浜市の税収だから、今の「まち」を何とか維持管理をすることができます。しかし、維持

管理するための財源が減れば、道路や水道、下水道などを維持管理することはできなくなり、我々

の生活に支障をきたすことになります。

　そして人口が減少することにより世帯数が減少すれば、空き地や空き家が増えることになりま

す。空き家が増えれば、治安も悪化するでしょう。そうなる前から、計画的にまちをコンパクトに

まとめていかなければ（人が住むところと、それ以外のところの線引きをし直すなど）、栄区中に

空き地や空き屋が点在することになり、「まち」の活力が失われてしまいます。家々が栄区内に

点在することになれば、たとえば、バス路線も採算面などから撤退する可能性も出てくるでしょう。

また、栄区内で営業している商店も今まで以上に営業を続けていくことが難しくなることは予想

できます。

　最後になりますが、これまでの横浜市（栄区）は、「まち」が広がっていく前提でまちづくりを

していました。しかし、これからの横浜市（栄区）は「まち」をどのように小さくしていくかが課題

になります。もし、計画的に「まち」を小さくする（コンパクトにまとめる）ことができなければ、

今まで書いてきたような問題がおこってきます。これからのまちづくりのために、みなさんも

栄区（横浜市）の課題を認識して頂ければ幸いです。

　2019年（令和元年）5月1日現在の栄区の人口は、12万0,090人。

世帯数は、5万1,637世帯となっています。しかし、横浜市の将来人口推計

によると、2065（令和46）年には、栄区の人口は約7万1千人（約5万人減少）
になるとされています。また、世帯数でいえば、約3万3千世帯（約1万8千世帯減少）になると

予想されます。

　次に、横浜市の人口（令和元年5月1日現在、374万７，967人）は2019年までは増加するとされ

ていますが、その後は減少に転じると予想されています。この人口減少や世帯数の減少は、栄

区や横浜市にとって大きな問題になると、私は考えています。
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栄区の人口予想図
人口は約5万人減少、
世帯数では約1万8千世帯減少
になると予想されている
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